
令
和
元
年
七
月
五
日
受
領

答
弁
第
三
〇
九
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
三
〇
九
号

令
和
元
年
七
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
が
給
付
を
行
う
認
可
事
業
に
係
る
職
員
の
要
件
と
し
て
の
市
町
村
長
が
行
う
研
修
の
実
態
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
九
八
第
九
八
号
）

の
閣
議
決
定
以
降
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
先
の
質
問
主
意
書
（
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
提
出
質
問
第
九
八
号
。

以
下
「
前
回
質
問
主
意
書
」
と
い
う
。
）
二
及
び
三
で
お
尋
ね
の
あ
っ
た
こ
と
に
係
る
実
態
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
前
回
質
問
主
意
書
二
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
全
国
保
育
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
以
下
「
協
会
」

と
い
う
。
）
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
、
居
宅
訪
問
型
保
育
研
修
（
「
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
定
め
る
職
員
の
要
件
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
六
月
三
日
付
け
雇
児
保
発
〇

六
〇
三
第
一
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
保
育
課
長
通
知
）
三
（
一
）
の
居
宅
訪
問
型
保
育
研
修
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
協
会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
の
は
東
京
都
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
回
質
問
主
意
書
三
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

一



（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
し
て
い
る
十
四
の
市
町
及
び
特
別
区
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
同
日
現
在
、
こ
れ
ら
の
市

区
町
の
う
ち
、
①
居
宅
訪
問
型
保
育
研
修
の
実
施
体
制
が
整
っ
て
い
る
市
区
町
は
、
十
一
市
区
で
あ
り
、
ま
た
、
②
居
宅
訪

問
型
保
育
事
業
の
利
用
児
童
が
お
り
、
か
つ
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
一
部
又
は
全
部
が
居
宅
訪
問
型

保
育
研
修
を
受
講
し
て
い
な
い
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
事
業
者
が
所
在
す
る
市
区
町
は
、
六
市
区
町
で
あ
っ
た
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
〇
一
号
）
二
か
ら
四
ま
で

に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
者
支
援
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
補
助
金
等
に
係
る
予
算

の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
補
助
事
業
等
実
績
報
告
書

は
、
平
成
二
十
八
年
度
分
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
年
二
月
十
三
日
に
、
平
成
二
十
九
年
度
分
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
一
年
二

月
二
十
八
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
両
年
度
の
補
助
事
業
者
で
あ
る
協
会
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
及
び
平
成
二
十
九
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
者
支
援
事
業
評

価
検
討
委
員
会
」
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
協
会
か
ら
そ
れ
ら
の
補
助
事
業
等
実
績
報
告
書
の
提
出
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
委
員
会
開
催
時
点
に
お
け
る
本
事
業
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三

十
年
度
の
本
事
業
の
実
施
団
体
の
案
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
同
条
に
規
定
す
る
補
助
事
業
等
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
等
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
補
助
事
業
等
を
所
管
す
る
各

省
各
庁
の
長
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

「
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
者
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
五
月
八
日
付
け
府
子
本
第
五
七
五

号
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
統
括
官
通
知
）
の
別
添
一
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
事
業
実
施
要
綱
」
（
以
下
「
実
施
要

綱
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
協
会
に
お
い
て
、
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
事
業
割
引
券
等
取
扱
事
業
者
に
係
る
審
査
判
定

基
準
」
（
以
下
「
審
査
判
定
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
協
会
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
事
業
割
引
券
等
取
扱
事
業
者

審
査
委
員
会
」
で
審
査
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
御
指
摘
の
「
割
引
券
等
取
扱
事
業
者
」
が
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
サ
ー

ビ
ス
」
の
実
施
に
当
た
り
一
定
の
質
を
確
保
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
及
び
事
務
処
理
能
力
等
を
備
え
て
い
る
事
業
者
で
あ
る
こ

三



と
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
つ
い
て
の
定
め
等
が
行
わ
れ
て
い
る
審
査

判
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
」
が
必
要
に
応
じ
閲
覧

す
る
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
割
引
券
等
取
扱
事
業
者
一
覧
﹇
令
和
元
年
度
版
﹈
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
実
施
要
綱
及
び
審
査
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
新
た
な
『
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
指
導
監
督
基
準
』
と

の
整
合
性
」
が
と
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
〇
三
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
三

に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
（
少
数
の
乳
児

又
は
幼
児
を
対
象
と
す
る
も
の
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
同
法
第
三
十
四
条
の
十
五

第
二
項
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
同
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
取
り

消
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
（
以
下
「
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
い
う
。
）
に
該

当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事

四



に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
事
業
者
」
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必

要
に
応
じ
、
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
ど
の
程
度
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
答
弁
書
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
実
態
を
把
握
」
す
る
こ
と
及
び
「
助
言
」
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、
家
庭
に
お
い
て
就
学
児
童
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な
保
護
を
行
う

業
」
及
び
「
法
的
規
制
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
「
法
的
規
制
」
の
有
無
及
び
そ
の
必

要
性
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
に
お
い
て
は
、
何
人
も
、
児
童
に
対
し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

五


